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リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
の
質
保
証
に
資
す
る
認
定
制
度
の
導
入
に
向
け
た
論
点
整
理
（
概
要
）

【
リ
サ
ー
チ
・
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（

U
R

A
）
を
巡
る
現
状
と
課
題
】

①
U

R
A
は
、
平
成

2
3
年
度
以
後
文
部
科
学
省
に
よ
る
整
備
事
業
等
に
よ
っ
て
各
大

学
等
に
一
定
の
配
置
が
な
さ
れ

※
、
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
や
関
連
す
る
研
究
資
金
の
調
達
・
管
理
、
研
究
成
果
の
活
用
推
進
等
を
担

い
、
学
術
研
究
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
源
泉
と
な
る
知
の
創
出
に
貢
献
。

※
平
成

2
9
年

3
月
現
在
、
全
国
の
大
学
等
の

1
0
2
機
関
に

9
1
6
人
が
配
置

②
他
方
で
、
現
場
に
目
を
転
じ
れ
ば
、

U
R

A
の
配
置
に
対
応
し
て
、
次
の
よ
う
な

課
題
が
生
じ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
個
人
差

・
大
学
等
が
求
め
る
能
力
・
実
績
を
有
す
る
者
が
必
ず
し
も
適
切
に
採
用
・
配
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と

・
専
門
的
な
研
修
の
機
会
不
足
に
よ
る
人
材
育
成
に
関
す
る
取
組
の
大
学
等
間
で
の
不

均
衡
、
有
期
雇
用
に
よ
る
不
安
定
な
雇
用
形
態

Ⅰ
. 現

状
・
課
題

【
質
保
証
の
必
要
性
】

①
文
部
科
学
省
及
び
関
係
団
体
に
よ
る
取
組
は
、
質
的
充
実
の
観
点
か
ら
は
未
だ

必
ず
し
も
十
分
で
は
な
い
。

②
質
保
証
に
向
け
た
取
組
に
よ
り
、
U
R
A
に
期
待
さ
れ
る
実
務
能
力
の
ス
キ
ル
標

準
へ
の
適
合
が
図
ら
れ
、
大
学
等
に
お
け
る
最
適
配
置
、
ひ
い
て
は
研
究
環
境

の
充
実
や
産
学
連
携
の
推
進
等
に
資
す
る
効
果
が
生
ま
れ
る
。

【
質
保
証
（
認
定
制
度
）
の
意
義
】

③
認
定
制
度
は
、
実
務
経
験
と
研
修
の
受
講
を
基
に
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
実
施

質
の
高
い
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
持
続
的
供
給
と
安
定
的
な
雇
用
環
境
の
整
備
に
よ
る
教
育
研

究
機
能
の
強
化

Ⅱ
. 質

保
証
（
認
定
制
度
）
の
意
義

【
認
定
制
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
】

①
認
定
は
、
人
材
育
成
の
要
請
や
従
事
す
る
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
、
次
の
２
つ
の
観
点
が
考
え

ら
れ
る
。

(1
)
一
定
水
準
の
実
務
能
力
を
保
証
（
基
準
適
合
性
）

(2
) 
他
者
と
比
し
て
卓
越
し
た
実
務
能
力
を
保
証
（
卓
越
性
）

【
認
定
の
ス
キ
ー
ム
】

②
所
属
機
関
に
よ
る
評
価
（
第
１
段
階
：
内
部
評
価
）
と
専
門
的
知
見
を
有
す
る
認
定
機
関

に
よ
る
認
定
（
第
２
段
階
：
外
部
評
価
）
の
組
み
合
わ
せ

【
認
定
機
関
】

③
複
数
の
関
係
団
体
か
ら
構
成
（
複
合
方
式
）
又
は
特
定
の
関
係
団
体
（
特
定
方
式
）

【
認
定
の
対
象
者
（
申
請
者
）
】

④
原
則
と
し
て
現
職
の

U
R

A

【
申
請
要
件
】

⑤
大
学
等
で
の
一
定
の
実
務
経
験
、
研
修
の
受
講
、
所
属
す
る
機
関
に
よ
る
推
薦
（
評
価
）

【
認
定
の
基
準
】

⑥
ス
キ
ル
標
準
を
土
台
と
す
る

【
認
定
の
対
象
範
囲
】

⑦
ス
キ
ル
標
準
の
業
務
・
レ
ベ
ル
の
組
み
合
わ
せ
と
す
る
。
但
し
、
初
級
レ
ベ
ル
へ
の
配
意

も
必
要

【
研
修
】

⑧
ス
キ
ル
標
準
に
基
づ
き
、
全
て
の
業
務
の
基
礎
的
知
識
と
な
る
共
通
的
専
門
要
素
と
各
業

務
に
応
じ
た
個
別
専
門
要
素
か
ら
構
成

【
認
定
の
効
力
】

⑨
一
定
期
間
の
範
囲
内
で
効
力
を
有
す
る
（
更
新
制
）

【
導
入
時
期
】

⑩
今
年
度
中
を
目
途
に
基
本
的
な
構
想
の
整
理
を
行
い
、
来
年
度
以
後
制
度
設
計
に
係
る
調

査
研
究
を
深
め
る
。
社
会
的
環
境
が
整
え
ば
平
成
3
3
年
度
（
2
0
2
1
年
度
）

※
か
ら
開
始

【
普
及
促
進
】

⑪
認
定
制
度
を
定
着
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

U
R

A
、
大
学
等
、
産
業
界
等
に
向
け
て
、
質

保
証
の
意
義
を
踏
ま
え
、
的
確
な
普
及
促
進
を
図
る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要

Ⅲ
. 認

定
制
度
の
導
入
に
関
す
る
主
な
論
点

・
客
観
的
な
実
務
能
力
の
可
視
化
（
保
証
）
を
通
じ
た
信
頼
関
係
確
立

・
Ｕ
Ｒ
Ａ
の
知
識
・
能
力
の
向
上

※
研
究
大
学
強
化
促
進
事
業
の
実
施
期
間

平
成
2
5
~3
4
年
度
（
2
01
3
～
2
02
2
年
度
）
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